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研究成果の概要（和文）：本研究は，多様化する大学教員の職務やキャリアパスに着目し，大学教員の専門職ら
しさを探求することを目的とした。ウェブ調査やインタビュー等を通じて，社会からは大学教員は「教育」「研
究」の双方を担う専門職であるというイメージを持たれていることが明らかとなった。一方，教員は他者に対し
て専門知に関してあるいはそれを用いて対話することを大学教員らしさとして認識している。このことから，い
わゆる授業実践としての「教育」や論文執筆としての「研究」だけではなく，より拡大した解釈で「教育」「研
究」を捉えることにより，より実態に近い大学教員らしさを把握できると考える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to identify what constitutes an 
academic profession, which has been rapidly diversifying and changing during the past decades. Based
 on our web-survey, interviews, and data-analysis, we find that the general public see education and
 research as integral part of academic professions, and academics themselves indicate the importance
 of being involved with knowledge transmission and production of some sorts. We argue that by 
unpacking and redefining education and research to include broader activities, we might be able to 
capture and understand the characteristics of academic professions. 

研究分野：高等教育研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義の一つは，大学教授職という専門職について，社会はどのようなイメージを持っているの
か，すなわちどのような役割を果たすことを求められているのか，という視点で調査・分析をし，改めて社会に
おける大学教授職の意義を問うたことにある。大学教授職については議論が内向きになる傾向がある中で，社会
という視点を取り入れ議論の幅を広げたことは，今後の大学教員のあり方を社会をも含めて議論するための第一
歩として社会的意義もあるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
大学教授職を巡っては，大学の大衆化，大学評価の本格化，大学に対する要求の多様化，情報
技術の革新，科学の変容などを背景に，大学教員が担う職務や雇用形態の多様化と役割細分化が
進んでいることが各国で指摘されている（Schuster and Finkelstein 2006, McInnis 2000, 
Coaldrake 2001）。 
日本に限らず，欧米など高等教育の先進国においても，大学教授職の多様化が進んでいる。例
えば，知識の商業化や研究成果の還元という文脈から産学連携や大学初ベンチャー企業の創業
がが促進される中でいわゆるアカデミック・アントレプレナーという役割が位置づけられてい
る。あるいは，教育活動における教育テクノロジーの活用への要求が高まる中で，それを支援す
る役割を担うインストラクショナルデザインナーや教育テクノロジスト等が創出されている。
このような多様化する大学教授職の現状を捉えようと，特定の役割のみを担うアカデミック・ス
タッフを”para-academic”と称し，大学教授職に対する影響を検証する試みや（Macfarlane 2010）
いわゆる学術的な職務と組織的な職務の間に関わるような職務を担うスタッフを”third space 
professionals”という新しい概念で提示し，これらスタッフのキャリアや専門性，組織的位置付
けにおける課題等を検証する試みもみられる（Whitchurch 2008）。 
このような職務内容の実態に着目すると，もはや，多様化した役割を担う大学教員を同じ職業
として語ることが困難な状況となっている。また，いわゆる伝統的な大学教授職が担ってきた主
たる活動（教育，研究，専門的サービス）が昨日別に分化しつつある現象も指摘されており
（Finkelstein and Schuster 2001）大学教授職の細分化が進んでいると換言できる。 
それでは，大学教授職という専門職は，今後，多様化・細分化され，複数のアイデンティティ
を持つ大学教授職として分類されていくことになるのであろうか。それともこれらの多様な形
態の大学教授職にも共通性を見出すことは可能で，一つの専門職として考えることが可能なの
だろうか。そのような共通点を見出そうとすることは無意義であろうか。今後，大学教授職をど
のような専門職として位置付けていくのか，ということを考えることは，大学教員組織のあり方，
大学教員養成の場である大学院のあり方などに大きな影響を与えると考えられる。 
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２．研究の目的 
 
本研究では，大学教員の専門職らしさ，すなわち，内面化されてい る態度や倫理・価値観，信
念，アカデミック・アイデンティティに着目し，これらを「アカデミックネス」という造語を用
いた新しい概念枠組みによって提示することを目的とする。これにより，既存の大学教員研究に
対して新しい視座を提供すると同時に，一般の大学教員が当事意識を持って自らの専門職につ
いて議論することを活性化することへの貢献を目指す。  
 
３．研究の方法 
 
定量的アプローチ: 
「大学教員イメージ調査」として 2018 年 8月にウェブ調査を実施した。本調査では，大学教員
以外の人々が大学教員の仕事に対して抱くイメージの一端を明らかにすることを目的とした。
調査会社（マクロミル）に委託し，四年制（六年制を含む）大学を卒業した 25〜39 歳の日本在
住の調査モニターで，現在は学生ではない者，大学に勤めていない者を対象にした。 
 
定性的アプローチ: 
（１） 写真投影法：大学教員が自らのアイデンティティをどのように認識しているのかに
ついて，写真というツールを用いて探求した。具体的には，調査協力者に「自分が
大学教員らしいと思う行動」について写真を撮影してもらい，その写真を用いなが
ら，認識について話をきくという写真投影法を用いた。写真投影法は，心理学の分



野で開発された手法で，言語化されない認識を抽出するのに適している手法とされ
ている。  

（２） 大学教員らしさ聞き取り調査：大学教員の役割細分化を組織的制度として導入すること
に対するについて，オーストラリアの教育専任教員制度を今後の大学教員のあり方のシ
ナリオとして示し，聞き取り調査を実施した。 

 
実験的検証: 
研究代表者が実行委員長となって，International Academic Identities Conference 2018 を広
島大学開催し，大学教員らしさについて，様々な国の文脈を超えて議論する場を設けた。また，
研究グループとしても，シンポジウムを企画した。 
４．研究成果 
 
本研究は，一般の大学教員が当事者意識を持って自らの専門職について議論することを活性化
することへ貢献することを一つの目標としていた。これについては，2018年に広島大学を会場
として International Academic Identities Conferenceを開催し，オーストラリア，ニュージー
ランド，イギリス，香港，韓国，日本などより 90名超の参加者を迎え，様々な議論をすること
ができた。学会期間中，会場近辺に近隣の方の協力を経てアカデミック・マルシェを開催するこ
とで，IAICの参加者以外の大学関係者にも場を開放し，こういったテーマでの議論の存在に触
れてもらうきっかけとしてもらうことができた。各国において，大学教員の仕事，大学の役割に
ついての問い直しが現場レベルでおきており，その現場にいる当事者として，我々はどういった
大学という場を育てていきたいのか，といった議論がなされた。 
学術的には，まず，大卒者ウェブ調査の結果においては，教育と研究のいずれかをになう分業
型の教員を「大学教員にふさわしい」と認める割合が一定数あったが，全体として，教育と研究
の両方を担う大学教員像をより「ふさわしい」と判断する傾向が確認された。調査結果について
は，名古屋高等教育研究に論文が採録されている（丸山ら 2020）。 
定性的調査で，写真投影法調査においては，専門知識を用いて他人と関わる様子を切り取るよ
うな写真が撮影されており（学生とのディスカッション，授業風景，講演風景，共同研究の様子
など），大学教員の認識において，いわゆる授業を行う教育活動や論文を執筆する研究活動だけ
ではなく，より広く知の発信や創造活動に関わることが，大学教員らしい活動として認識されて
いることが明らかとなった。同時に，大学教員らしさが他者との関わり合いを通じて表現される
ものとして捉えられていることが明らかとなった。 
大学教員らしさ聞き取り調査においても，大学教員のポストを教育担当，研究担当，教育研究
担当，マネジメント担当に分類し，異なる教員評価やキャリアパスの仕組みを導入しているオー
ストラリアの事例に対して，一定の理解をしつつ，日本での導入については否定的な意見が多く
きかれた。しかし，分野によって様々な現状があり，それにより反応が異なることも明らかとな
っている。例えば一部の分野では，教育をすることが研究活動を一緒に担う人材を育成すること
に直結しているため教育と研究を分離することは不可能，というような意見が出された。異なる
分野では産業界の方が技術の発展スピードが速いためにそういった内容については，大学教員
よりも主に教育を担当する実務家教員の方が適している，といった限定した内容で分離を肯定
するような意見もみられた。これらの結果は International Academic Identities Conference 
2018での発表と，名古屋高等教育研究に論文が採録されている（佐藤 2020）。 
新型コロナウイルスの影響により，最終年度の議論の場として予定してた International 

Academic Identities Conference 2020がキャンセルとなり，計画の見直しが必要となった。ま
た，定量的・定性的研究からアカデミックネスという概念を構築する予定であったが，議論を深
めるうちに，ボイヤーの論じる Scholarship議論との違いが曖昧になってきた部分があり，概念
構築にはさらなる検証が必要であるという結論に達した。 
そこで，本科研研究により得た知見を基盤として，新たに「大学教授職の役割分化の実態と論
点の整理:日豪の教育担当教員を事例に」を研究プロジェクトとして立ち上げ，2021 年度科研費
基盤研究 Bとして採択された。 
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